
560 〔寄生虫学雑誌、 ・第 7巻 ・第 5号

南伊豆地方に於ける肺吸虫感染の疫学的研究

鈴木重

千葉大学医学部医動物学教室（主任横川宗雄教授）

（昭和 33年 7月4日受領）

特別掲載

緒言

肺吸虫は主として，人及びをの他の噌乳動物の肺臓に

寄生するが，人においては，屡々血疲或は，曙血等をひ

きおとし，肺結核と極めて酷似した病変を呈する。然

し，肺吸虫と云っても，その種類は多く ，現在独立種と

認められているものでも 6種を数える。とれらの中てワ

エステルマン肺吸虫（Paragonzmuswesterma.ni Kerbert, 

1878），ケリコット肺吸虫 （Paragonz・musKellicottz" Ward, 

1908），大平肺吸虫（Paragonz初usohirai・ Miyazaki, 1930) 

及び小形大平肺吸虫 （Paragonz"n似 sz"loktsuenensis Chen, 

1940）の 4種類は，我が国にもみられるが，人体寄生のみ

られるのは，ウエステルマン肺吸虫のみとされ，他種肺吸

虫の人体寄生の可能性に関しては，未だ明らかてない。

従って，本研究においては，人俸寄生種てあるウエステ

ルマン肺吸虫のみを取り扱った。ワエステノレマン肺吸虫

は1878年 Kerbertがアムステルダム動物園において鰐

死した印度産ベンガノレ虎の肺から発見したのが最初て＼

その翌年 Ringer(1879）が台湾淡水港の外国人居留地

において大動脈癌の破裂により急死したポル トガル人を

剖見して，モの肺臓より木種成虫を見出した。とれが木

虫の人体寄生虫として吾々の注意をひくに至った最初の

例である。我が国て、は Baelzが1878年一患者の曙疲か

ら本種虫卵と思はれるのを見出したのに始まり，1881年

清野等が本症患者の剖見によりをの肺臓から木種成虫を

始めて見出した。その後，我が固においては，肺吸虫に

関する研究は，とみに盛になり，その発育史を始め木症

の病理，症状，診断，治療等に関し極めて多数の研究業

績が報告されている。

然しながら我が固における肺吸虫症の牙布状況及び
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その他の疫学的方面に関しての調査研究は未だ充分とは

云えない。最近，横川（宗〉 ら （1955～57）は肺吸虫

症の診断法として，新しい製法による皮内反応用抗原

を用いて，広く多数の集団に皮内反応を試み，その特異

性及び信頼性について検討した結果，肺吸虫症の皮内

反応は臨床的応用はもとより，本症流行地において，集

団検査にスクリ ーニングテストとして応用する事によ

り，容易に且つ無害に肺吸虫症患者を見出し得る事が明

らかにされた。それ以後は，本皮内反応による肺吸虫症

の集団検査が各地て試みられるに至り，本邦各地におけ

る肺吸虫症流行の様相が相次いで明確にされるに至っ

た。それと共に木症の好布は意外な程，広汎にEつ風土

病的に慢延している事が明らかとなり，その病害の重大

性，中ても本症と肺結核との著しい混同及び肺吸虫寄生

？とよる脳肺吸虫症について改めて認識される？と至った。

静岡県においては，狩野川流域一帯は古くから本症の

流行地として知られて居り，数多くの研究がなされてい

るが，それ以外の地域における系統的調査は，殆んどなさ

れて居らない。著者は南伊立地方全域における本症の流

行状況を明らかにしようと企て，とれら全地域の小中学

生及び一般住民 8.198名に皮内反応によるスク リーニン

グテス トを実施し，同反応陽性者には補体結合反応、及び

検便を主として実施した。をの結果は，南伊豆地方にお

いても，肺吸虫、症が広汎に且つかなり濃厚に流行してい

る事が明らかとなったので，本症の感染経路警に関する

種々の疫学的調査を併せ行い，南伊立地方における本症

の実態をほぼ明らかにし得たと信ずるので以下に報告す

Q 。

調査地区の概要

南伊立，JW!J賀茂部は静岡県の東南に畔在し，相模

灘，駿河湾との聞に尖出した伊豆半島の南部を占め，面

積は約 585平方 km，人口は約10万p 天域山脈により東

西に分かれ，西は仁科川，那賀川， 岩科川が流れ，東は

河津川， 稲生沢川， 青野川が流れ温泉は各所に湧出して
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いる。海岸地帯は，気候温暖で（年平均気温l6°C），本邦

における鹿児島，宮崎及び潮岬と共に， 4つの特殊際地

と称されている。降水量は，年2,400ミリて＼我が国屈

指の多雨地である。産業は，農業，材、業，漁業を主と

し，交通は鉄道は未だ敷かれず，必ずしも便利と云えな

いJ 一般住民の生活程度も決して高いとは云えない。

南伊豆地方に於ける肺吸虫感染の概況

1. 肺吸虫症皮内反応による調査成績

南伊立地区の各河川の流域の，主として小中学生を対

象とし，一部一般住民を対象とし，横川教授のV.B. S. 

抽出肺吸虫成虫抗原による皮内反応を行った。

検査法は被験者の左前崎屈側部の，皮内に約4mm経

の膨疹が出来るように抗原を注射し，直後と， 15牙後の

膨疹の縦断経の平均経（mm以下は 4捨 5入する〉を出

し，直後の膨疹の平均経を15好後の膨疹の平均経から減

じたものを，腫脹差と称するが，腫脹差が 5mm以上を

陽性4mmを凝陽性とし 3mm以下は陰性とした。検便

は，皮内反応、｜湯性及び凝陽性の者について行い，原則と

してAMSE法叉はMG L法を 8回以上を行う事につと

めたが，その殆んどは 1回の検査にと三まった地区が多

、駁

;;;_r 
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く叉検便洩れの者もあった。

調査成績

調査地は，南伊豆地方全域に亘る14/J、学校及び11中学

校 7.962名及び 3地区の一般住民 536名の検査も行っ

た。モの成績を学校別に示すと，第1図の如くて，各河

川流域毎に大別して示したのが第1表である。即！）河津

川流域ては，一般住民 132名のみの検査であるが，陽性

者は1人も見られなかった。然し，その他の地域ては 2

.5%-19.1%に陽性者が見出された。即ち，青野JI]流域

ては，小中学生3,007名中 223名（ 7.4%），一般住民て

持

；錐

第1表南伊豆地方各河川流域における

肺吸虫症の皮内反応調査成績

河川名 対象 検査数 陽性数疑陽性数

（%） 
河津川流域 免責 132 0( 0) 2 

稲生沢川流域一 椴 158 7 ( 4.4) 。
10 （一般 246 47 (19 .1) 

青野川流域 小中学生 3'007 223 ( 7 .4) 33 

岩科川流域

那賀川流域

仁科川流域

干呂

小中学生 604 27 ( 4.5) 4 

小中学生 1,859 46 ( 2.5) 22 

小中学生 1,022 52 ( 5.1) 11 

は， 246名中47名 (19.190）に陽性者が見

出された。

叉仁科川流域の小中学生1,022名中52名

( 5.1 %），岩科川流域ては 604名中27名

( J.5%）に陽性者がみられた。那賀川流

域の小中学校ては1,859名中46名c2.5%) 

でこれは前記 3流域に比べて陽性者率は多

少低いように思われる。

第 1図 小中学校及び一般住民別肺吸虫症皮内反応調査成績

稲生沢川流域ては下田町附近の一般住民

の調査のみであるが， 158名中 7名〈』.4

%〉であった。一般成人の陽性率は，小中

学生の陽性率に比べて高く表れる事を考え

ると，当地域は他の地域に比しその感決事

は，低いように思はれるc 尚男女別の陽性

者数を比較してみると，第2表の如く，一

般住民の調査では，男女別の差は見られな

かったが，小中学生ては男子の方が女子の

約 2倍近い数字が見られた。次に年令別の

差をみる為に反応陽性者数を各地域毎に，

小学生と中学生とて比較したのが第3表て

ある。即：；何れの地区においても，小学主

と中学生とでは，何れも小学生より中学生

( 113) 
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第2表男女別皮内反応成績

対象 性別 検査数 陽性者数 疑者陽性数

(t/0〕

般 ｛ : 
274 28 (10.2) 5 

262 26 ( 9. 9) 7 

計 536 54(10.0) 12 

小中学生 （ : 
4,001 272 ( 6.8) 49 

3,961 175 ( 4.4) 38 

計 7,961 447 ( 5.6) 87 

~I、ペ。、H、 計 8,498 501 ( 5.9) 99 

第3表小中学校別皮内反応成績比較

学校名 検査数 陽性者数 疑陽性者数

〔%）
(0. 〔%）南 中小 学校 507 13 ( 2.65) 4 .77) 

" 中学校 557 13( 5.16) 3 (1.17) 

南上小 学校 404 29( 7.18) 4 (0.99) 

" 中学校 181 18( 9.94) 0 ( 0) 

竹麻小 学校 459 34( 7.4) 7 (1.53) 

" 中学校 216 36 (16.67) 1 (4.63) 

松崎小学校 707 10 ( 1.42) 4 (0. 75) 

" 中学校 503 23 ( 4.56) 8 (1.59) 

岩科 小学校 254 11 ( 4.37) 3 (1.18) 

" 中学校 350 16 ( 4.57) 1 (0.29) 

中川 小学校 360 5 ( 1.39) 1 (0.28) 

" 中学校 289 8 ( 2. 77) 9 (3.12) 

第4表 皮内反応陽性者に対する検便成績

対 象 検総査数 皮陽性内者反数応 虫卵陽性者数

(%) （%〕
南伊豆町一般 246 47 (19.1) +14/33 (42.4 

南中小中学校 764 26 ( 3.4) + 7 /16 (43. 7) 

三坂小中学校 310 28 ( 9.0) + 5/19 (26.3) 

南上小中学校 585 47 ( 8.0) + 1/39 ( 2.5)* 

竹麻小中学校 675 70 (10.4) + 2/38 ( 5.4) * 

岩科小中学校 604 27 ( 4.5) + 6/18 (33.3) 

中JI［小中学校 649 13 ( 2.0) + 3/12 (25.0) 

松崎小中学校 1,210 33 ( 2. 7) + 6/16 (37 .5) 

仁科小中学校 1,022 52 ( 5.1) + 5/46 (10.9）牢

計 6,065 343 ( 5.7) 49/237 (20. 7) 

の方が陽性率が高い事が牙った t 反内反応陽性者及び凝

｜揚性者の検便成績を示すと第4表の如くである。検便を

行い得なかった者もかなりあるので，反応陽性者で検便

〔寄生虫学雑誌、・第 7巻 ・第 5号

を，l回以上行った者について主な地区の集計をした。

その結果は，皮内反応陽性者 237名中49名（20.7%）か

ら虫卵が見出された。第4表の ＊の地区は，皮内反応、陽

性率に比して，虫卵検出率は，著しく低いが，その他の

地域ては，30～40%の率で，皮内反応陽性者から虫卵が

見出された。即ち南伊豆地方から，新しく皮内反応及び

検便により，40名の虫卵陽性者が見出されたわけである

が，検便をくり返し行えば，更に虫卵陽性者が見出され

るだろうと想像される。

2. 肺吸虫症の補体結合反応検査成績

前節ては，皮内反応成績について報告したが，或る地

域ては皮内反応陽性者は，かなり多数見出されたにもか

〉わらず，虫卵陽性者の検出率が極めて低い地方もあっ

た。そこでとれらの地域ては果して虫卵陽性者が少いの

かどうか，云いかえれば肺吸虫の感染は受けたとして

も現在既に治癒していて虫卵の排出がみとめられない為

か，或は肺以外の異所寄生の為に虫卵が糞便内に排出さ

れない為か，或はそれ以外の理由による為かを明らかに

する為に皮内反応陽性者に対し補体結合反応を行った。

補体結合反応、の術式

横川・ 栗野（1955）らの50%溶血法によった。抗原は

V. B. S.拍出肺！吸虫抗原5,000倍稀釈液を用いた。血

清は皮内反応実施後，陽性反応、を呈した者はその場にお

いて直ちに肘静脈より 5cc採血し，血清牙離後 一18°C

に凍結保存しておいた。補体結合反応、の成績は次の如く

であった。 即ち8,498名の皮内反応検査により 501名の

皮内反応陽性者を得たが，その中 302名について，補体

結合反応を行った所， 118名（39.1%）が陽性反応を呈し

た。然しとれら補体結合反応実施者全員の検便は行い得

なかったので，検便を実施し得た者のみについて補体結

合反応と虫卵検査の成績を示すと，第 5表の如くて，237

第5表皮内反応補体結合反応と検便成績の比較

補体結合反
応検査数 補体結合反応

（皮内反応陽性）

f + 118(49.8%) 

237 < 
l - 119 (50.2%) 

虫卵検索

{+ 47(39.8%) 

ー 71(60.25'6') 

{+ 2(1.7.96') 

-117 (98.3%) 

名中補体結合反応陽性者〈皮内反応陽性者〉の者は 118

名（49.8%）て，陰性者は 119名て、（50.29o）あっ

た。その中て虫卵陽性者は補体結合反応陽性者から47名

( 114) 
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〔-3¥).8%）見出されたのに反して補体結合反応陰性者か

ちは 2名 c1. 7%）見出されたにすぎなかった。次に各

地域別における皮内反応陽性率と補体結合反応陽性率と

を示すと第6去の如くである。

第 6表各地域別皮内反応陽性率と

補体結合反応陽性率との関係

大す 象 検査数 皮陽内性反応数 補体結合反応 虫卵陽
性数

(%) （ガ）2) 南伊豆町一般 246 47 (19 .1) 14/34 (41. 14 

南中小中学校 764 26 (3.4) 13/18 (72. 2) 7 

三坂小中学校 310 28 (9.0) 8/18 (44.4) 5 

南上小中学校 585 47 (8.0) 12/47 (25.5) 1 

竹麻小中学校 675 70 (10.4) 4/68 (5.9) 2 

岩科小中学校 604 27 (4.5) 13/24 (54. 2) 6 

中川小中学校 649 13 (2.0) 11/13 (84.6) 3 

松崎小中学校1,210 33 (2.7) 28/33 (84.8) 6 

仁科小中学校1,022 52 (5.1) 15/ 47 (31. 9) 5 

計 6,065 343 (5. 7) 118/302 (39 .1) 49 

皮内反応陽性者全員には補体結合反応、を行って居らず，

叉検便も全員に行って居ないので，はっきりした事は云

へないが，皮内反応陽性率と補体結合反応、の陽性本とは

必ずし毛相関があるようには思はれない。然し虫卵陽性

者が比較的多く見出されている地方ては，補体結合反応

の陽性率が高く，前述した如く虫卵陽性率と補体結合反

応陽性率とは，皮内反応とのそれより更に強い相関があ

るように思はれる。例えば南伊豆一般ては，皮内反応！場

性率も高いが，補体結合反応陽性率も高く虫卵陽性者も

多数見出されている。乙れに反して竹麻小，中学校ては

皮内反応陽性率は10.490と極めて高いが，補俸結合反応、

陽性率は僅かに 5.9%で虫卵陽性者も僅かに 2名見出さ

れているにすぎない。然しとの点に関しては尚虫卵検索

も反復全員に実施しJ三後，史に詳しく検討する必要があ

ると考えられる。

3. 肺吸虫症の・x線所見について

肺吸虫症は，曙血を主訴とし，結核と極めて酷似した

病変を呈する事は既に知られているが，最近，横川等の

皮内反応，或は補俸結合反応等を用いての集団検査が

広く用いられるにつれて，比較的軽症のものが見出され

る為か，肺吸虫感染者の中には曙血その他の自覚症を全

く訴へない者が非常に多い事が明らかになった。然しと

れらの軽症患者ても肺にかなり大きな虫体が寄生してい

る以上は，病変のX線検査において何らかの異常所見を
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呈する事のあるのは当然と考えられる。屡λ：異常所見が

去はれ，しかもとれらが，結核の病変と酷似している

為，肺吸虫症であり乍ら，結核と誤診される者が少くな

い。著者が最近 2～ 3年の聞に南伊豆地方において，肺

吸虫症と診断した患者中に，他の医師より肺結核と診断

され，長期聞に豆り結核治療を受けていた背が 5例あっ

た。との様な例は，最近各地て報告されている。然し叉

その反面，肺吸虫症患者の中には， X線所見の確実に認

め得ない事も屡々経験する所であるc そこで先ず著者

は，皮内反応に依り多数の集団から撰別され，虫卵検査モ

の結果，肺吸虫症患者と決定された比較的特症で曙血，

或は血疾を訴えない者逮の， X線異常所見について調査

してみた。

i) 直接撮影によるX線異常所見発明制度・について

肺吸虫症皮内反応陽性者の中て，虫卵の確認された者

49名と，皮内反応陰性者群から無作意的に同数の49名を

J11J出し，両群についてX線直接撮影により異常陰影の出

現如度の比較を行った。その結果は第7哀の如く肺吸虫

第 7表直接撮影によるX線異常所見発見頒度

レシトゲシ所見 染肺吸虫感 肺吸虫非
計者群 感染者群

ら(%) （%） 
異常所見あり 34 ( 9.4) 5 (10.2) 39 

異常所見なし 15(30.6) 44 (89.8) 59 

計 49 (100 ) 49 (100 ) 98 

感染者群てはその69.4%に異常所見が見出されたが，非

感染者群ては僅かに10.2%に異常所見が見出されたにす

ぎなかった。即ち，肺吸虫症患者ては，たとえ血疾モの

他の自覚的症状がない場合ても， X線所見て異常が見出

される場合が非常に多い事が明らかになった。

ii) 肺吸虫感染者のX線異常所見について

肺吸虫卵陽性者34名のX線写真について異常初発見時

の代表的な陰影1例1種を選んだ集計結果を第8表に示

第 8表 X線異状所見者の各種陰影出現頒度

X 線陰影の種類 例数

浸潤陰影（肺結核症と鑑別不能のもの）
J%) 

15 ( 4.1) 

虫嚢陰影（結節扶陰影又は輪状陰影） 9(26.5) 

肋 膜 変 化 5 (14.7) 

肺 門 腺 I童 脹 4(11.8) 

石 灰 沈 着 1 ( 2.9) 

計 34(100 ) 

( 115) 
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野に最も多く見られた。尚左右両側の肺についての出現

率は殆んど差異はみられなかった。

肺吸虫卵は水中て発育，解化，そのミラシジウムは，

カワニナに侵入し，モの体内てスポロシスト→レディア

→娘レディアを経てセルカリアに迄発育し，とのセノレカ

リアは第2中間宿主であるモクズガニ，サワガニ，或は

ずリガニに経口的に摂取され，その体内てメタセルカリ

アに迄発育する事が明らかにされているが，その詳細に

ついては必ずしも未だ解決されたとは云えない。流行地

における第2中間宿主の感染状況については，既に数多

く報告されているが，第1中間宿主については余り調査

は主れていない。即ち第2中間宿主の寄生率が極めて高

い地方においても，第1中間宿主の感染状況が全く知ら

れていない場合が多い。

横川（1952）によれば，第1中間宿主の寄生率は，こ

れ迄の報告では，何れも 2%以下て極めて低く，横川教

授の報告された静岡県狩野川における 6～7%と云うの

が，最高寄生率とされてをる。

南伊豆地方に於ける肺吸虫中間宿主

の感染状況について

564 

した。とれによれば，肺結核と鑑別の困難な浸潤陰影像

は15例（44.1%）て最も多かった。次いて、肺吸虫症に比

較的特有な所見と云はれる虫嚢陰影，即jう輪状陰影叉は

結節状陰影が 9例（26.5%）てあった。

肋膜変化 5例 (14.7%），肺門腺腫脹4例 (11.8%）の

順て石灰沈着は 1例（ 2.9%）に見出された。

以上の肺吸虫感染者は，すべて曙疲の塗抹及び培養に

より，結核菌陰性のものであるが，虫嚢陰影像を徐いて

は，結核との鑑別困難な所見が多数見出されている事

は，注目すべき点てある心尚肺吸虫症のX線診断には，

断層撮影によるととの必要性が強調されているが，との

点については試みる事が出来なかった。

iii) 肺吸虫感染者のX線陰影出現部位について

肺吸虫の肺臓における好発部位に関しては，動物実験

その他ては，必ずしも一定していないようであるc 人聞

の場合についても，必ずしも諸家の意見は一致して居な

い。著者の 34例について陰影出現の部位別頻度を示す

と，第9表の如くで，肺中野10例（29.4%）最も多く 3

下野5例（14.7%），肺尖野1例（ 2.9%）の順て，上中

1. 肺吸虫第1中間宿主カワニナの調査成績

検査方法は，採集して来たカワニナをよく水洗した

後， lコづっ殻長を計測した後，金槌て殻を破砕し，貝

の肝臓を少量の水を入れた時計皿に移し針でよく細挫し

乍ら解剖顕微鏡にて，観察し，セノレカリア寄生の有無を

調べた。検査した貝は当地方て最も感染者の多い青野川

流域のもので，青野川本流及びその支流に棲息せるも

のを選んだ、。その成績は第10表の如く 3,077ケ中 6コ

第9表肺吸虫寄生者のX線陰影

出現部位について

部 例数

（財）
1 ( 2.9) 

9 (26.5) 

10 (29.4) 

5 (14. 7) 

9(26.5) 

34 (100 ) 

イ立

肺尖野

上野

中 ． 野

下 野

其他（肺門肋膜変化等）

計

青野川流域に於ける河貝子のセルカりア検出成績第 10表

明

45mm以上

44～40 

39～36 

35～30 

29～25 

24mm以下

計

2

0

0

0

0

0

2
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c 0.195%）に肺吸虫セルカリアの寄生を見た。然も感

!i~の見出された貝は，すべて l1J野川本流のものではな

く，支流の人家附近に援息せるものであった。

慣川教授は，カワニナの感染は流行地の人家の密集し

た地帯の患者の嘘疫をの他の排池物の流出して来る地域

の小湾に，多く見られると報告されているが，著者の例

ても矢張りそのように思はれる。尚 Xiphidiacerαria 

その他のものの寄生が見られた。

2. 肺吸虫第2中間宿主の調査成績

肺吸虫の感染は第2中間宿主体内の肺吸虫メタセルカ

リアが経口的に摂取せられる結果感染する。従って肺吸

虫症患者む牙布と第2中間約主の牙布及びをの感染率と

は密接な関係があると思われるので，当地方の第2中間

・宿主についての調査を行った。

565 

第11表河河川別モクズガ＝

のメタセJレカロア寄生率

採河集地 寄生寄率生昭内恥叫 メダセ1レカロア
検査数 数

川名 蟹数 f寄生カ＝一匹当り数）

% 個
(12.個8) 青野川 1,081 697 64.5 8,972 

岩科川 145 99 68.3 1,642 (16.5) 

那賀川 65 25 38.5 169 ( 6.7) 

野畑川 27 16 59.3 147 ( 9.2) 

仁科川 44 11 25.0 67 ( 6.0) 

稲生沢川 486 。 。
河津川 119 。 。

計 1,667 848 43.1 10,997 (12.9) 

0 998 0 429 43.0 
♀969 ♀419 43.2 

i）モクズガニの調査成績 のは合』29匹（43.09-，。〉平 419匹（43.2%）て，雌雄の

モクズガニの検査法は，先ず雄雌の別に分け，甲殻の 聞に寄生率の差は全くない事が明らかとなった。

大きさを計測した後，主として偲血管内φメタセルカ モクズガニの大きさと，メタセルカリアの寄生率との

リア寄生の有無を検した。即ち左右両側の偲を 1本宛は 関係を示したのが第 13表であるが甲殻の最大樹経が 30

がして， 2枚のスライドの聞にはさんで圧平し，解剖顕 mm-50mmのものが最も寄生率が高く，それ以上の大

微鏡下に検査した。その成績は?,!Sll§更の如

く， 7守野川，岩科川，那賀川，野畑川，仁

科川，稲生沢川，河津川て採集したモクズ 巌

ブJニの総数は1,067匹（合 998平 969）て 可

あったが，その中てメタセルカリアの寄生

－のみ兄られたのは 848匹（43.1%）で，平

均 1匹当の寄生数は12.9コてあった。

ζ とて甚だ興味のある点は，河川別に見

ると，肺吸虫感染者の比較的多く見出され

た青野川及び岩科川て採集されたモクズ

ガエの寄生率が最も高く，肺吸虫感染者の

見出きれなかった稲生沢川及び河津川のモ

クズガニは，メタセノレカリアの寄生はみら

れなかった事てある。尚同一河川に棲息す

るモクズガニにおいては，その採集場所，

即i;上流，或は下流において差異がみられ

るかどうかを示したのが，第2岡及び第12

7えであるが，とれによれば同一河川におい

ては多少の例外はあるが，原則的には，採

集場所と寄生率との間には著しい差異は認

められない様である。尚モクズカ、ニの雌雄

別による寄生率を比較してみたが，検査総

数1,967匹中古は 998匹，♀は 969匹て＼

その中，メタセノレカリアの寄生していたも

第2図 河川別モクズガニ調査成績

t。.o）ヰB
;ii!＂書川

4草

落直

．「モクズガ＝」よりメタヒ Jレカリア陽性地区（が）

O「モクズガ＝」よりメタセJレカリア陰性地区

( 117) 
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第 12表青野川流域における各採集場所と
きさになると，次第に寄生率は低下するようである。次

モクズカニの寄生率との関係
にモクズガニにおけるメタセルカリア寄生の季節的観察

採集場所 検査数 寄生蟹数 寄生率 を示したのが第14表τ．ある。 JW！＞青野川の上流の成J守附

、捺 34 8 32.5／。／v 
近の一定場所にモクズガニ採集用ワナ（モジリ〉をかり・

下賀茂 85 45 52.9 
ておき，毎月採集したものの，寄生率を調べたのである

カロ 兼自 196 140 71.4 
が， 9月から12月の聞が最も寄生率が高く ， 4月から 7

石 井 87 41 47.1 月の聞が寄生率は最低てあった。 1f1~川教授によれば貝体

一 条 173 128 74 0 内のセノレカリアの寄生状況は，冬期は幼弱型のみで，成一
成 持 246 183 74.4 熟型のみられるのは春以後であると，報告されている

蝶ケ野 94 64 68.l が， モクズ力、ニの寄生率が 4月～ 7月が最低と云う事

色 68 42 61.8 は，モクズカ、ニ体内におけるセルカリアのメタ七ルカリ

差 田 62 37 59.7 ア迄の発育期間と何等かの関係があるのてはないかと思
下 小野 36 9 25.0 

われる。
計 1,081 697 64.5 

サワガニの調査成績

サワブfニにおけるメタセノレカリアの寄生率はそクズ刀、

第 13表 カz の大きさと寄生率 との関係 ニに比して著しく低く ，叉その寄生部位も異ると云われ

甲殻の最大横径 検査数 寄生数 寄生率
ている。そとて著者は南伊豆地方におけるサワガニにつ

いても調査した。

31～40mm 23 20 86.9% 検査法は，モクズガニの場合と同様，雌雄別に甲殻の
41～50mm 91 85 93.4 

大きさを測定した後鯨，肝臓及び筋肉の各部位を二枚の
51～60mm 117 74 63.2 

61～70mm 14 4 28.6 
スライドガラスにはさみ，圧平して解剖顕微鏡下に検査

71mm以上 1 。 。 した。総数 575匹を検査したがすべて陰性て、あった。

計 246 183 74.4 アメリカザ リガニの検査成績

我が国における肺吸虫の第2中間宿主としては上記の

第 14表 モクズガェに於ける肺吸虫メタ セJレカ リアの寄生率の季節的観察

（青野川上流成持附近にて採集ぜるセクズガエについて）

検 査 数 被 寄 生 数
検査年月 日

総数 0 ♀ 実数 寄生率 δ 寄生率 ♀ 寄生率

昭和30年 5月4日 16 7 9 8 50.0% 3 42.9% 5 55.6% 

／／ 6月13日 13 6 7 5 38.4 2 33.3 3 42.9 

fl 7月9日 10 5 5 4 40.0 1 20.0 3 60.0 

fl 8月16日 19 9 10 10 52.6 4 44.4 6 60.0 

II 9月21日 34 16 18 31 91.2 14 87.5 17 94.4 

II 10月17日 41 22 19 38 92.7 20 90.9 18 94.7 

II 11月3日 31 16 15 28 90.3 14 87.5 14 93.3 

II 12月4日 12 8 4 10 83.3 7 87.5 3 75.0 

昭和31年 1月28日 17 10 7 13 76.5 9 90.0 4 57.1 

II 2月15日 23 12 11 16 69.6 7 58.3 9 81.8 

昭和32年 3月22日 18 8 10 14 77.8 6 75.0 8 80.0 

II 4月23日 12 5 7 6 50.0 3 60.0 3 42.9 

計 246 124 122 183 74.4 90 72.6 93 76.2 

( 118) 
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モクズブfニ及びサワガニのみとされていたが1950年前川

教授により ，hf：めてl持｜崎県田ノ＇jWSの狩野川流域の肺吸虫

症流行地帯に棲息するアメリカずリカ、ニから木種メタセ

ノレカリアが検出されたc とのアメリカずリブfニは昭和5

-ifミ頃，米間より愉入されたもので，をの後急激に全国に

繁殖したものて、あるが，出川教J’Tは，木種ずリカ、ニが近

い将来には，肺吸虫の：x~ 2中間約主として 1［（要な役割を

果す可fl8性があると，強く一般のU:.G：全喚起されたυ

然し， ｛~1：川教托の報告以来， lrl近 1 ~＇6知県下においてア

メリカずリガニからメタセノレブlリア全検出した（1957{Iっ
と云う事てあるが，まれ以外はよだ何.nの地｜メ：にお＇. Iて

も， 充5子な検索はなされていない慌てある。将者は第

第 15表 アメリカザ リガニ の検査成績

採集地名 検査年月 日 検査蟹数
被寄生壁数
（寄生率）

昭和30年 5月 より f 0 132 J 0 0 
南伊豆町加納 II 31年11月まで260l!jl 1281＼♀1 (0.4;'6') 

II 石井 II II 
平 50

。
II 下賀茂 II II 84{ 0 41 

!jl 43 
。

下回町蓮台寺 II II 132 ♀ 65 
。

松崎町桜田 II II 吋040 
平 39

。
計

♀325 

南伊豆地方に於ける家畜及び各種野獣

に於ける感染状況について

567 

411JnJ~rt~は人以外；こh 各種のロ甫乳動物に感染ナるの

で，流行地においては，人以外にも，とれら各種野獣の

感染状況を調査する乙とは単に木症の浸淫状況を知る為

ばかりでなく ，予防対策！対立の上からも，極めて l立要な

事と考へられる。調丘した動物の種矧は，犬，豚，タて

キ，イタチ，アナグマ，イノシシ，ハタネズミ ，γヵネ

ス、ミ及，~5前の 9種類てあった。

1. 京高の感染状況

検査m去は，犬，猫は野生のものを捕獲し，川凡し，

特に肺臓及びその他の諸臓器について楕丘し，版は下回

IHJの屠殺場においてとの肺臓のみを調査した。虫｛本の見

出された場合はその皮柿，卵栄，子宮守；につき精在し種

別を明らかにした。との成績は江（Sl 6去の如くである。 1~日

第 16表家畜の調査成績

動物の種類検査数 寄生匹数 捕獲場所寄生虫、枚

犬 21 4 { 2 南伊崎豆町町 8 
2・・・・本公 6 

活苗 6 。 。
豚 100 2 { 1 南伊崎豆町 1 

1 .... キ~ 四丁 6 

ち犬21頭中4頭から14匹の成虫を見出したが，これは何

札もウエステルマン丹市11＆虫てちった。尚乙の 4頭は南伊

15哀の如く g 南伊立地｝jにおいて採集した 660匹の／メ ：之町及び怯崎町て捕獲したものでもった。猫は南伊豆

リカザ リガニにつき，をの鰍，肝臓及び体内を精宣した lllJて捕獲したもの 6頭を検査したが，すべて陰性てあっ

結果，南伊豆町加納にて採集した 2GO匹中の平 1匹の惚 ／と。豚は下田町の屠設場において， 100頭の肺臓のみを

内に木種肺吸虫メタセルカリアを：，僅か 2コであるが始 倹索したが，その中て， 南伊豆町及び松崎町産， 各一

めて検出した。然しそれ以外の地域てはすべて陰性てあ v], JI・2頭から 7匹の成虫をmたが，何れも，ウエステ

った。 ルマン肺吸虫のみであった。

2. 1r種野獣の感染状況

第 17表野獣の調査成績

動物の種煩 捕獲場所 検査数 寄生数 寄生率 寄生虫の種類 寄生部位

タ ヌ キ 二i!コ"'" 16: 美 78 12 15.4;"6' 大平肺吸虫 加Ii

イ タチ ニ吉（j佐市美・・手1~石－ 88 22 25 ;'b 大平肺吸虫 E市

アナグマ a- 佐 葵 4 1 25 ;'b 大平肺吸虫 !Jrli 

イノシシ
河津 ・仁科 23 

4.4°b 大平肺吸虫（虫卵のみ） 間1

中 JI! 21.8fb ド ロレス 顎口虫 笹月田

ノ、タネズミ ＝にtコ 1!i: 葵 24 2 8.3;'6' 大平肺吸虫 肺

アカネズミ a i主． 葵 12 。 。

( 119) 
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タヌキ， イタチ，アナグマ等は猟師の捕獲したもの

て， 毛皮のみをはぎ取ったものをもらい受け， 肺， 食

道，胃，等の諸臓器をイノシシは肺，食道，胃のみを猟

師よ Pもらい受け，ハタネズミ，アカネズ、ミ，はパチン

コにて捕獲したものにつき検索したc

をの結果は第17表の如く， タヌキ， イタチ， アナグ

マ，ハタネズミの肺からは何れも，成虫色見出し，叉イ

ノシシの肺にも虫嚢結節を認め，虫体は見出されなかっ

たが，多数の虫卵を見出したω これらの虫体及び虫卵に

つき，精査した結果は，人体寄生種てあるウ L ステルマ

ン肺吸虫とは異なり何れも大平肺吸虫成虫である事が明_. 
らかとなった。尚仁科，中川，河津にて捕獲された23頭

のイノシシにつき，肺臓のみならず，胃の検査を行った

ととろ， 5頭の胃から顎口虫がみられたu trW川教授の鑑

定の結果，本顎口虫は， ドロレス顎口虫と決定された。

ドロレス顎口虫の成虫が，静岡県下て見出されたのは，

最初の例てあり，との点につし、ては，横川教授の報告が

別にあるので詳しくはふれない。

南伊草地方に於ける肺吸虫感染経路

に関する調査

前述の成績からも明らかな慌に，当地方における肺吸

虫症の感染源は，モクス、カ”ニである事はうたがいない。

をとてモクズカ、ニ体内のメタセルカリアが，如何なる機

会に，如何なる煩度て経口的に摂取されるかを調査し

たo

1. 第 2中間宿主の食用及び接触状況について

肺吸虫症感染者の最も多い青野川流域の1,254世帯に

ついて，肺吸虫の第2中間宿主である淡水産カニの食用

の有無を調査した結果は， 382世帯（30.5%〕てモクズ

ガニを一年に数回食用にしている事が明らかとなった。

尚との中て 4世帯は，アメリカザリカ、ニをも食用にして

いる事が牙った。次に，肺吸虫感染者ω名及び皮内反応

陰性 245名に就き個別に面接しその食用の有無，及びモ

第 18表 モクズガニ食用状況

肺吸虫感染者群 肺吸虫非感染者群
食用の有無

男 女 計 男 女 音十

食べた 25 
35 

10 71.4タO. 45 
75 

30 30.6タO－ 

食べない ・10 14 
28.6% 75 

170 
95 69.4タO－ 

計 35 14 49 120 125 245 

( 120) 
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第 19表 モクズガニに接触状況

肺吸虫感染者群 肺吸虫非感染者群
接触の有無

男 女 計 男 女 計

接触した 29 
32 

3 65,3% 58 
73 

15 29.8,9~ 

接触しない 1 17 62 110 172 
11 34, 7タO－ 

70.2~0: 

計 35 14 49 120 125 145 

クズガニの採集，調理，或いはとれをもて遊んだ事が

あるかないかの接触状況を調査した。その結果は第18表

及び第19表の如くであった。即！；，，虫卵陽性者49名の中

て，モクズガニ或はモの他の淡水産カニを食べた記憶が

ないと云うものが14名（28.6%）に対して，虫卵陰性者

群ては 245名中 l'iO名（60.4%）が全く食べた記憶がな

い，と云う結果てあった。尚両群において，男女の差は

認められなかった。次にモクズガニとの接触状況の調査

では49名の虫卵陽性者中32名（65.3%〕は接触した事が

あり17名（34.7%）は，その経験なし，とする者であっ

たが，虫卵陰性者群ては， 245名中73名（29.8%）が，

接触の経験があるにすぎず， 172名（70.2%）はその経

験がないと云う事で，肺吸虫感染者群に著しく接触の経

験のある者が多い事が明らかになった。興味ある事は，

肺吸虫感染者群及び非感染者群共に， カニとの接触経

験者は男の方に多くみられた。尚本調査でカニを食べた

事はないが接触した事のある者は，肺吸虫感染者群では

5名あり，結局49名中カニの食用の経験者と接触経験者

は40名となり，非感染者群とは著しい相違のある事が明

らかになった。

2. モクズガニの調理法についての調査

上記の調査で，当地方てはモクズガニを食用にする習

慣のある事が明らかとなったので，その調理法について

の調査を行った。即ち肺吸虫感染者群中，食用の習慣の

あるお名と，非感染者群 382名について調理法に｜却する

調査表により集計した結果は第20表の如くて、あった。即

ちs 何れの群においても，生食の習慣のある者は 1人

もなかった。然し調理法の中ては， ( 1）のモクズガニ

を生きたま〉カマに入れて 20吋 30分間位出て食べる者

が両群共に最も多くみられ，次に（ 2）のカニ汁にして

食する者が多かった。当地方ては，カニ汁の中ても「た

〉き汁Jと云うのは特有の調理法て次の如きものてあ

る。即！；，，モクズカ拘ニを生きたま〉，甲擢及び鰐を手て

取り除き，肢をもぎ取り除き，胴体のみを，マナ板の上
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第 20表南伊豆地方におけるモクズガニ

の調理法についての調査成績

調 理 法 非感染者群感染者群

0b ~b 

(1）茄でて食べる 289 74.6 21 60 

lカェ汁 140 ( 

(2) ~K:入れて｛（た与さ汁） 判52 10.5吋811.4 

1おぼろ汁 24.4;10'13.9 34.3% 22.9 

(3）焼 ν、 て 4 1.0 2 5.7 

(4) 生のまふ酢又は
替？自につけて

。 。
(5）油 で 揚 げ る 。 。

計 382 35 

て庖丁て細かくた〉きつぶし，史に，すり鉢てよくすり

つぶした後，糠を適当塁まぜてゲンゴを作り，とれを味

噌汁に入れて食する法てある。 「オボロ汁」と云うのは

広く一般に用いられている法であるが，モクズガニを前

法と同じく細かくた〉きつぶしたものを，ずルて、鴻し，

その漣し汁で，ウドン汁，或は味増汁を作る法である。

とのカニ汁の調理法を好む者が，肺吸虫感染者群に梢々

多い様てある。

以上の他に，極めて特異な例としては，肺吸虫感染者

群中の 4名に魚釣りの際，モクズカ吻ニを口てかみくだ

き，餌に用いる習慣のある事が明らかとなった。 その

他，直接調理法とは関係ないが，モクズカ”ニごとつぶして

黙の餌，或は阪の餌料にする場合もかなりみられる慌て

ある。

考察

南伊豆地方の肺吸虫症の疫学的調査として当地域の

小，中学生及び一般住民の一部について皮肉反応を行

い，感染の有無をスクリーニングし，反応陽性者に補体

結合反応及び検便による肺吸虫の検索を行い，肺吸虫症

の診断が確定された者について， X線直路撮影による陰

影出現状況を倹討した。史に寄生虫学的な！感染経路の考

察全行う為に，当地域の肺l吸虫抗1中間千；主河只子の感

政状況及びm2中間宿主てあるそクズガニを主とするメ

タセルカリアの感染状況及び人以外の終伯主の調査を行

って， およそ上述の如き成績が 1~J. :=.,J1たc こ〉に木症

が i有伊立地万に可成り濃厚に，地｝j病的性陥を具えた

浸淫が認められる事が始めて明らかにされたわけであ

る。今日迄実施した倹査総人民は， 8.498 名て，内大部

介のに¥362名が小中学生て主なる対照になった。皮内

( 121) 
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反応ては，小中学生の感染率は，後述の如く，モの地理

的位置によって可成りの差が認められたが 2.5 9-oより

7.4 %に至る陽性率を示したのに対して一般住民ては

4.4 %より19.1%と可成り高率に諒められた。皮内反応
唖........ 

i湯性者について，唯一回の検便によって20.7%に肺吸虫
．ヲ古関

卵を認めている。これらの感染者の地理的牙布は，主と

して青野川流域一帯及び西部の岩科川，那賀川，及び仁

科川流域が殺厚感染地域であり．東部の河津川及び稲生

沢川流域ては殆んど認められなかった事は著者の行った

当地方におけるウェステルマン肺吸虫の第2中間宿主で

あるモクズガニにおける木吸虫メタセルカリアの検査成

績と屈めて密接な関連が認められる事は，注目すべき事

てある。なをとれらの中間宿主の感染の高度な地域の住

民がモクズプfニを屡々食用に供し，或いは小中学生のモ

．クズガニへの接触の機会の多い事力、ら木症感染経路の考

察に多くの示唆を与えていると思われる。なを一般住民

の感染率が小中学生のそれより高い事はをの環境におけ

る生活経歴が長い事等から当然と考えられる。本吸虫の

人以外の終宿主の調査では，同地域の犬及び豚に自然感

染が認められた事も本症の疫学的観点から重要てあると

思われる。補体結合反応については既に横川教授が明ら

かにされた如く木吸虫の感染，特に肺臓以外の臓器への

迷入或は異所的な寄生を認める場合や本症の治療，もし

くわ治療判定に極めて有芯な恨拠を与える事が明らかに

されている点から，当地域における皮肉反応陽性者 237

名について検討した結果はその 49.8%の 118名に陽性

を示し，内l回の検便によって47名（39.8%）に虫卵が

証明された。 ζれに対して補陣結合反応陰性者は 119名

(50.2%）て、あったが，内検便によって肺吸虫卵を証明

出来たものは僅かに2名 c1. 7%）に止まった。

即jう虫卵陽性率と令市体結合反応とは可成り強い相関が

考えられる。的川教授 (1958）によれば本症の皮内反応

陽性者の57.8%が補体結合反応陽性を示し，虫卵｜揚性者

てはその88.8%に補体結合反応陽性を示す事が報告され

ている点，或いは本症の病巣部を外科的に切除された症

例の検索ては術後，猶長期に皮内反応、が陽性を示すに拘

らず，補体結合反応、は術後4カ月に至って陰転した事実

が明らかにされている事より木症の之等両反応の免疫学

的関辿性は極めて興味が深い。次ぎに第l中間宿主河

貝子の肺吸虫セルカリアの検査成績は今日迄の所最も濃

厚な感染のみられる吉野川流域て採集しょ3,077コ中僅

か6コのみが，寄生を示していたが，ζの事は次いて行わ

れたモクズプfニのメタセノレカリアの寄生率から考えて，
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はるかに低率であって木吸虫のm1中間宿主感染機序に

は多くの問題が残されていると思われる。 上述の如くモ

クズカニのメタセルカリア寄生率はその感決者の多い地

域に殊に高率であった事や季節的観察て、は秋口より初冬

にかけ・ζのものに最高を示し，且つ亦中等大の（30～50

mm）の大きさのものに高率を示している事は，木吸虫

の発青史のみならずモクズガニの生態学的観点からも興

味がある。本吸虫感染者の臨床学的検査成績については

極めて多くの報告がなされているが，著者の経験によれ

ばこれら感染者といえども，通学其の他就業を継続して

いる者が大部牙て，重篤な臨床症状を呈したものは，むし

ろ少なかった。最近， 前川教授 (1958）が嘗告されてい

る様に木症の流行地においては，本症患者が肺結核症の

診断のもとに，対結核治療が施行されている事が可成

りあり，木地域においても亦その 例に洩れていなかっ

た。従って木症の診断は肺結核症の診断上にも極めて主

要な広義が認められる。本症のX線学的研究においても

ζ の点が屯視され，木症に特有な病変像が種々認められ

ている。 例えば三宅 (1939）は木症患者の断層撮影によ

り，凡てに虫結節陰影を認めうるとし，柴田・細川(1951)

も亦，多数の木症患者について肺臓及び肋膜におけるX

線像の牙類学的或いは病理学的考察を行ってνる。最近

Graumann(1957)も南i初鮮の濃厚感染地域において 311

名の患者について病的陰影像の解析を行い，特に好発部

世について興味ある報告をなしているU 平野 (1957)も

亦新潟県直江津地方の新流行地について可成り詳細な！Ur.

山学的或は X線学的検索を行い種々の考察を行ってい

る。著者の調査では直接撮影のみであったが，肺吸虫の

感染者にお＇・ ＇ては，その69.4%に病的陰影像をみとめ，

~0. 6%には之を認め得なかった。これに対して皮内反応

陰性器群の無作意抽出対照群には僅かに10.2%に病的陰

影を認めたのみであった点から本症の補助的診断上に

はf 充牙有意義である事は考えられるが，病理学的にも

肺結核症のをれと，極めて類似している事が，m川教授

(1958）によって明らかにされている点から，陰影像

の診断，発見制度等に関しては，更に慎屯な検討を要す

るものと思われる。

最後に今回の疫学的調査によって，当地方には，ワェ

ステルマン肺吸虫の他に，別種と考へら札ている大平肺

吸虫の可成り濃厚な感決が認められる事が同時に明らか

にされた。著者の行っ士野獣の調査によってタヌキ，イ

タチ，アナダマ，ハタネズミ等に木吸虫の自然感決が認

められ，更に第2中間宿主であるべンケイガニ，クロベ

〔寄生虫学雑誌 ・第 7巻 ・第 5号

ンケイガニ，ハマブfニ等に多数の大平日市吸虫メタセノレカ

リアが検出され，加えて最近（1957)@JI！教托－？とよって

その自然第1中間柄主，ウスイロオカチグサが始めて発

見された事は肺吸虫の発育史，牙類学的観点からも極め

て興味深い。

総括

著者は南伊立地）Jにおける肺吸虫症蔓延の実態を調査

した。此の成績を総目すると概ね次の如くである。

1) 小中学生7,962名，一般住民 536名総計8,498名

に：肺吸虫症皮内反応、を実施し，陽性者 501名c5.990）凝

｜揚性者09名てあった。最も濃厚なる浸淫地である肖野川

流域ては小中学生3,007名中， 223名 c7 .4%），一般住

民ては 24.6名中47名 (19.1%）に陽性者が見出された。

性別ては，男子に著明に陽性率が高い傾向がみられたο

2) 皮内反応陽性者 237名に補体結合反応、を行った結

呆は，補体結合反応陽性者 118名（49.89・6）て陰性者は

119名 （50.2°0）もったが，その中で，虫卵陽性者は補

体結合反応陽性者から47名（39.8%）見出されたのに反

して補体結合反応陰性者からは 2名 C1. 7°G）見出され

たにすぎなかったο 新しく皮内反応及び検便により，49

名の虫卵陽性者が見出された。

3) 肺吸虫寄生者についてのX線異常所見の出現~fiJit

は，著しく高く ，Jド寄生者の 6倍以上に達し，浸潤様陰

影像が最も高率に出現し，虫義陰影及び肋膜変化もしば

しばみられたが石灰沈着陰影は少なかった。異常陰影の

出現部位は肺中野が最も多く ，肺尖野に少なかった。

4) 第1中間宿主，カワニナの検査成績では，ド宇野川

流域のもので，3,077コ中 6コ c0.195%）に寄生が認

められた。

5) モクズカ持ニのメタセルカリ アの検査成績は，肺吸

虫感染者の多い，青野川及び岩科川流域て採集された

モクズガニの寄生率が最も高く ，肺吸虫感染者の見出さ

れなかっ，七稲生沢川氏ぴ河津川のモクズガニには，メタ

セルカリアの寄生はみられなかった。モクズカ、ニ雌雄の

聞に寄生率の差は全 くなく ，甲殻の最大出経が 30mm-

50mmのものが最も寄生率が高く ，それ以上の大きさに

なると，次第に寄生率は低下するようである。モクズガ

ニにおけるメタ七ルカリアの季節的観察によれば，9月

から12月の聞が寄生率は最も高く＇ 4月から7)1の聞が

最低であった。

6) サワガニは総数 575匹を検査したが，すべて陰性

であった。アメリカずリガニには，南伊豆町加納にて保

( 122) 
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集した 2GO匹中の平 l匹の偲内に木積肺吸虫メク七ノレカ

リアを僅かに 2ケてあるが始めて検出し13'た。

7) ：哀蓄及び野獣におけ乙感染状況は，怯崎町及びI有

伊立町て捕獲じと 4頭の犬から14匹，下田町の屠殺坊に

おいて検索した豚 2頭（南伊豆町及び！長崎産〉より 7匹

のウェステルマン肺吸虫成虫を見出した。タスキ，イタ

チ，アナグマ，ハタネズミの肺からは，何れ毛大平吸虫

の成虫を見出し，叉イノシシの肺にも虫嚢結節を認め，

虫体は見出されなかったが，多数の虫卵を見出した。イ

ノシシにつき，肺のみならず，円の検任全行った所， 5

~J1の円から， ドロレス顎口虫の，成虫がだ見された。

8) モクてガニの食用及び払：触状況は，肺吸虫感染者

に級制！経験のあるものが移く ，特に，児子のノj、こ著しく

多い事が明らかとなり， ~tft したものは 1 人もなかった

が，大部牙はiiiて、て食べて！日り ，感染の危険が多いと云

われて居る「オポロ汁」及び「た〉主汁」行：好むものが，

肺！吸虫J盛山者にや〉多い慌てあっtc.0 感染者の中には，

魚釣りの｜探に，モクズ、-ffニを口てかみくよさき餌に用いる

押慣のあ乙者がわった勺

稿を終るに臨み，御指導，御校聞を賜った横川教授に

深謝すると共に，本研究に対し，終始御協力頂いた，千

葉大学，医動物学教室吉村助教授以下教室員各位に単〈
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Summary 

Epidemiological survey on paragonimiasis by in・

tradermal test, complement-fixation test, and sputum 

and stool examination were undertaken on school chi-

ldren and other general inhabitants (adults) in south 

Izu, Shizuoka Prefecture. High incidence of parago-

mmiasis were shown in this endemic area. Further 

studi回 onthe intermediate hosts, other finals host 

than man and the mode of infection of this lung-

flukes, Paragonimus westrmani, were carried ont. 

The results obtained were as follows : 

1) Of 7, 962 children (14 primary and 11 middle 

schools) and 536 adults tested in all over the area, 

501 persons were positive for the intradermal test. 

Percent of the positive for this test in each area are 

shown in Table 1. and Fig. 1. The highest incidence 

was seen in the area drained by the river Aono, 

where 7.4芦田id 19.1 % were positive in children 

and adults respectively. 

2) Complement fixation test and fecal examination 

were carried out successively on 237 positive cases 

of intradermal test. Of 118 cases (49.8%) which 

( 124) 

〔寄生虫学雑誌・第 7巻・第 5号

were positive for complement fixation test, 47 cases 

(39.8%) were also positive for paragonimus eggs by 

fecal examination. On the contrary, of 119 cases, 

negative for complement-fixation test, only two 

cases were positive for the eggs. 

3) Incidence of the metacercariae of this flukes in 

crabs, Eriocheir ja1うonicuscollected in seven rivers 

through these areas, was presented in Table 2 

showing the pr田 ence of a striking parallelism 

between high incidence of metacercariae in crabs 

and high ratio positive for intradermal test in endemic 

raeas. 

4) Although nobody in the area makes it a custom 

to eat crabs uncooked, most of infected men with 

this lung-fluke were used to drink soup made of 

crabs collected in these rivers. Human infections 

with this flukes would be attributed to the con・

tamination of fingers, table-wares and food with 

metacercariae on the course of making soup of 

crabs harbouring them. 

5) Dogs and pigs captured in these areas were 

inf配 tedwith this fluke, P. western仰 iiwhile racoon-

dogs (Nyctereutes viverrinus), weasels (Mustela向 tsi

z・tatsz),badgers (Meles anakuma) and wild boars (Sus 

leucomystax) were not infected with P. westermani 

but with P. ohirai. 




